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(57)【要約】
【課題】光漏れ表示を効果的に解消したバックライト制
御機構及び当該バックライト制御機構を有する液晶表示
装置を得る。
【解決手段】ＬＥＤアレイ２はｎ（ｎ≧３）個のパッケ
ージ型のＬＥＤ１１～１ｎが直列に接続されて構成され
る。ＬＥＤ１１のアノード，カソード間に介挿されるＮ
ＰＮバイポーラトランジスタＴ１はベースにスイッチン
グ信号Ｓ１を受ける。ＬＥＤ１ｎのアノード，カソード
間に介挿されるＮＰＮバイポーラトランジスタＴ２はベ
ースにスイッチング信号Ｓ２を受ける。制御部３はスイ
ッチング信号Ｓ１及びＳ２をＮＰＮバイポーラトランジ
スタＴ１及びＴ２のベースに付与する。この際、光漏れ
抑制モード時はオフ状態を指示する“Ｈ”レベルのスイ
ッチング信号Ｓ１及びＳ２を出力し、通常時はオン状態
を指示する“Ｌ”レベルのスイッチング信号Ｓ１及びＳ
２を出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照射対象液晶パネルの側部に配置された少なくとも一つのＬＥＤバックライト部を備え
、前記少なくとも一つのＬＥＤバックライト部はそれぞれ直列に接続された第１～第ｎの
発光ダイオードを含み、前記第１～第ｎの発光ダイオードによる前記液晶パネルに対する
第１～第ｎの照射領域のうち、前記第１の照射領域が前記液晶パネルの第１の角部を含み
、前記第ｎの照射領域が前記液晶パネルの前記第１の角部と異なる第２の角部を含み、
　オン状態時に前記第１の発光ダイオードのアノード，カソード間を電気的に接続可能な
第１のスイッチング手段と、
　オン状態時に前記第ｎの発光ダイオードのアノード，カソード間を電気的に接続可能な
第２のスイッチング手段と、
　前記第１及び第２のスイッチング手段のオン／オフ動作を制御する制御回路とをさらに
備える、
ＬＥＤバックライト制御機構。
【請求項２】
　液晶パネルと、
　請求項１記載のＬＥＤバックライト制御機構とを備え、前記液晶パネルが前記照射対象
液晶パネルとして規定され、
　前記液晶パネル上における各画素の輝度信号を格納するフレームメモリとを備え、
　前記ＬＥＤバックライト制御機構における前記制御回路は、前記フレームメモリから得
られる輝度信号に基づき前記液晶パネルにおける前記第１及び第２の角部の光漏れ影響度
合を検出し、検出した光漏れ影響度合いが所定の基準以上である場合、前記第１及び第２
のスイッチング手段がオンするように、前記第１及び第２のスイッチング手段を制御する
、
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、液晶パネルのサイドエッジ型のＬＥＤバックライト制御機構及び液晶表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の２０インチ以上のＴＮ(Twisted Nematic)モードの大型液晶パネルは、バックラ
イトの温度上昇に伴う温度差により偏光板に熱歪が発生し、特に表示画面のコーナー部に
対応する領域での光漏れが顕著であった。
【０００３】
　近年、液晶パネルにおけるバックライトとして、白色ＬＥＤを画面の１辺あるいは上下
か左右の２辺に直列に多数並べたサイドエッジ型のＬＥバックライト部が主流となってき
ている。
【０００４】
　ＬＥＤバックライト部を構成する複数のＬＥＤを点灯させると、各ＬＥＤに発熱が生じ
、ＬＥＤバックライト部の前面に配置される液晶ガラスパネルに熱が伝わる。この熱は液
晶ガラスパネルの両面に貼られている偏光板、特に裏面（ＬＥＤバックライト部により照
射される側）に貼られている偏光板の温度上昇に大きく寄与する。
【０００５】
　上記した温度上昇によって、偏光板は熱歪みにより偏光特性が劣化し、本来、ＬＥＤバ
ックライト部からの透過光を遮断しなければならない黒画面における光漏れが発生し、表
示画面が白く光ってしまう光漏れ表示によって画面品位を低下させてしまう。特に表示画
面の４コーナー部でこの光漏れ表示が顕著に現れてしまう。なお、本明細書中で「光漏れ
表示」は、狭義には偏光板の光漏れにより黒画面表示時にコーナー部分に白っぽく見える
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部分が生じることを意味し、広義には偏光板の光漏れにより通常の映像表示に白く光る部
分が見える「白浮き」をも含む概念で用いている。
【０００６】
　この改善策として、光学補償シート（位相差フィルム）にレターデーション値が高い光
学的異方性を有する材料を使用して熱歪みを軽減する技術（例えば、特許文献１に開示さ
れた光学補償シート）。また、偏光板の接着材に光弾性係数の比較的低い材料を使用して
いるものもある（例えば、特許文献２に開示された偏光板等）。いずれの技術も発生した
熱歪みを低減させる効果を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－０７１９５５号公報
【特許文献２】特開２００６－２５９６６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このように、偏光板の熱歪みに伴う光漏れによって、液晶パネルの表示画面の４コーナ
ー部で光漏れ表示がなされてしまい、この光漏れ表示は、特に２０インチ以上のＴＮモー
ド大型液晶パネルにおいて顕著であった。
【０００９】
　また、上述した従来の改善方法は、発生する偏光板の熱歪みを低減することにより、あ
る程度光漏れを改善できるもの、光漏れ表示を効果的に解消できていないという問題点が
あった。
【００１０】
　この発明は上記問題点を解決するためになされたもので、光漏れ表示を効果的に解消し
たバックライト制御機構及び当該バックライト制御機構を有する液晶表示装置を得ること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明に係る請求項１記載のバックライト制御機構は、照射対象液晶パネルの側部に
配置された少なくとも一つのＬＥＤバックライト部を備え、前記少なくとも一つのＬＥＤ
バックライト部はそれぞれ直列に接続された第１～第ｎの発光ダイオードを含み、前記第
１～第ｎの発光ダイオードによる前記液晶パネルに対する第１～第ｎの照射領域のうち、
前記第１の照射領域が前記液晶パネルの第１の角部を含み、前記第ｎの照射領域が前記液
晶パネルの前記第１の角部と異なる第２の角部を含み、オン状態時に前記第１の発光ダイ
オードのアノード，カソード間を電気的に接続可能な第１のスイッチング手段と、オン状
態時に前記第ｎの発光ダイオードのアノード，カソード間を電気的に接続可能な第２のス
イッチング手段と、前記第１及び第２のスイッチング手段のオン／オフ動作を制御する制
御回路とをさらに備える。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１記載の本願発明であるＬＥＤバックライト制御機構は、第１及び第２のスイッ
チング手段をオン状態にすることにより、第１及び第ｎの発光ダイオードを選択的に消灯
することができ、液晶パネル上の表示画面の上記第１及び第２の角部に現れる光漏れ表示
を効果的に抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】この発明の実施の形態１であるＬＥＤバックライト制御機構の構成を示す回路図
である。
【図２】この発明の実施の形態２である液晶表示装置の概略構成を示すブロック図である
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。
【図３】実施の形態２のマイクロコンピュータにおける半導体スイッチを制御するソフト
ウェア処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】光漏れ表示が顕著となる一例のシネスコサイズのレターボックス映像を示す説明
図である。
【図５】前提技術となる液晶表示装置の概略を示す説明図である。
【図６】偏光板における光漏れのメカニズムを説明する概念図である。
【図７】全黒画面を表示させた時に現れる光漏れ表示の症状を示す一例を写真形式で示す
説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　＜前提技術＞
　図５は、この発明の前提技術として示す一例である、液晶パネルの左右に２列白色ＬＥ
Ｄアレイを配置した液晶表示装置の概略を示す説明図である。
【００１５】
　同図に示す様に、液晶パネル２０の左右両側それぞれにＬＥＤアレイ２２が設けられる
。各ＬＥＤアレイ２２は複数のパッケージ型ＬＥＤ２１（以下、単に「ＬＥＤ２１」と略
記）が基板２３上に配置されることにより構成される。各ＬＥＤアレイ２２において、複
数のＬＥＤ２１が直列に電気的に接続される（図５では図示せず）。これら２つのＬＥＤ
アレイ２２によってＬＥＤバックライト部を構成する。
【００１６】
　各ＬＥＤアレイ２２における複数のＬＥＤ２１を点灯させると、各ＬＥＤ２１に発熱が
生じ、ＬＥＤバックライト部の前面に配置される液晶ガラスパネルに熱が伝わる。この熱
は液晶ガラスパネルの両面に貼られている偏光板、特に裏面（ＬＥＤバックライト部によ
り照射される側）に貼られている偏光板の温度上昇に強く寄与する。
【００１７】
　偏光板は一般的に樹脂フィルムで構成されているためガラスより膨張率が大きい。また
、ＬＥＤアレイ２２に近接している液晶パネル２０（偏光板）の側面近傍領域の温度ＤＴ
１は他の領域の温度ＤＴ２より温度上昇度合が高くなるため、ＬＥＤアレイ２２内の複数
のＬＥＤ２１の点灯時は、ＤＴ１＞ＤＴ２となる。
【００１８】
　したがって、液晶パネル２０の構成要素である偏光板のコーナー部における温度はＤＴ
１と他の領域の温度ＤＴ２より高くなる。
【００１９】
　温度上昇により偏光板の各部が左右同方向に延びた場合は偏光特性に問題はないが、コ
ーナー部４箇所では水平方向と垂直方向の延びが構造的に制約されてアンバランスとなる
。この偏光板の熱歪みに伴う光漏れにより、本来、バックライト部の透過光を遮断しなけ
ればならない黒画面表示時にコーナー部における遮断が不完全となり、表示画面のコーナ
ー部が白く光る光漏れ表示が現れ画面品位を低下させてしまう。
【００２０】
　図６は偏光板における光漏れのメカニズムを説明する概念図である。同図に示す様に、
偏光板３０における同一垂直線３０Ｖ（温度差が無い場合に同一垂直位置にある線）は温
度上昇によってもさほど変形しないが、同一水平線３０Ｈ（温度差が無い場合に同一水平
位置にある線）は斜めに変形してしまうため、偏光板３０の偏光特性が歪んでしまう。
【００２１】
　図７は全黒画面を表示させた時に現れる光漏れ表示の症状を示す一例を写真形式で示す
説明図である。液晶パネルの表示画面３１の４コーナー部で光漏れによる白っぽく見える
部分である光漏れ表示３２が顕著に現れている。
【００２２】
　図７で示したような表示画面のコーナー部に現れる光漏れ表示３２を効果的に解消でき
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るＬＥＤバックライト制御機構及びこの制御機構を用いた液晶表示装置が、以下で述べる
実施の形態である。
【００２３】
　＜実施の形態１＞
　図１はこの発明の実施の形態１であるＬＥＤバックライト制御機構の構成を示す回路図
である。
【００２４】
　同図に示す様に、ＬＥＤアレイ２（ＬＥＤバックライト部）はｎ（ｎ≧３）個のパッケ
ージ型のＬＥＤ１１～１ｎ（第１～第ｎの発光ダイオード）が直列に接続されて構成され
る。
【００２５】
　ＬＥＤアレイ２を構成するＬＥＤ１１～１ｎは図示しないＬＥＤ用のフィルム基板上に
配置され、放熱のためにアルミ材等の放熱板に熱伝導性の良好な接着剤で貼り付けてバー
状に一体化される。
【００２６】
　またＬＥＤアレイ２は、液晶パネルのサイズにより１辺のサイドエッジ型では１組、２
辺のサイドエッジ型で対向する辺それぞれ用に２組使用する。すなわち、１辺のサイドエ
ッジ型では、液晶パネルの１辺にのみ隣接してＬＥＤアレイ２が配置され、２辺のサイド
エッジ型では、液晶パネルの対向する２辺に隣接して２つのＬＥＤアレイ２がそれぞれ配
置される。
【００２７】
　そして、ＬＥＤアレイ２の外部において、ＬＥＤ１１のアノードが接続される端子Ｐ１
とカソードが接続される端子Ｐ２との間にＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１（第１のス
イッチング手段）が介挿される。さらに、ＬＥＤアレイ２の外部において、ＬＥＤ１ｎの
アノードが接続される端子Ｐ３とカソードが接続される端子Ｐ４との間にＮＰＮバイポー
ラトランジスタＴ２（第２のスイッチング手段）が介挿される。
【００２８】
　また、端子Ｐ１に電気的に接続して＋側の端子Ｐ１１が設けられ、端子Ｐ４に電気的に
接続して－側の端子Ｐ１２が設けられる。
【００２９】
　ＬＥＤ電流は一定にしないと色相が変わるため、通常は＋側の端子Ｐ１１にＤＣ電圧Ｖ
Ｄを加え、－側の端子Ｐ１２に付与する電圧ＶＣは０Ｖとなる期間の比率であるデューテ
ィー比がＰＷＭ制御によって変化させることにより輝度を変化させる。この輝度制御はデ
ィミングと呼ばれる。具体的には、端子Ｐ１２に０Ｖを付与する第１の期間と、端子Ｐ１
１に付与するＤＣ電圧ＶＤ相当の電圧を付与する第２の期間とのデューティー比によって
輝度制御が行われる。この場合、ＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp）と同様に
ＬＥＤ１１～１ｎがすべて点灯する全面点灯方式のため直下型ＬＥＤや分割エッジライト
型のバックライトのように、特定エリアの輝度可変、すなわちローカルディミングはでき
ない。実施の形態１はこのような全点灯方式のＬＥＤエッジ型バックライトに対してロー
カルディミングを可能としている。
【００３０】
　図１に示すように、ＬＥＤ１１のアノード，カソード間に介挿されるＮＰＮバイポーラ
トランジスタＴ１はベースにスイッチング信号Ｓ１（制御信号）を受ける。ＬＥＤ１ｎの
アノード，カソード間に介挿されるＮＰＮバイポーラトランジスタＴ２はベースにスイッ
チング信号Ｓ２（制御信号）を受ける。なお、図１ではバイポーラトランジスタを例に挙
げたが、ＭＯＳトランジスタ等、他の構成のトランジスタやＦＥＴで第１及び第２のスイ
ッチング手段として構成しても良い。
【００３１】
　制御部３はスイッチング信号Ｓ１及びＳ２をＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ
２のベースに付与する。ここで、オフ状態を指示する“Ｈ”レベルのスイッチング信号Ｓ
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１及びＳ２の出力時を光漏れ抑制モード時、オン状態を指示する“Ｌ”レベルのスイッチ
ング信号Ｓ１及びＳ２の出力時を通常時と呼ぶ。
【００３２】
　なお、１辺のサイドエッジ型では１単位のＬＥＤアレイ２を液晶パネルの一辺に設ける
だけであるため、図１で示す構成で十分である。一方、２辺のサイドエッジ型では２単位
のＬＥＤアレイ２を液晶パネルの左右（上下）２辺に設けるため、図１で示した構成が２
組必要となる。この際、制御部３は一単位とし、２組のＬＥＤアレイ２に対応して設けら
れた４つの半導体スイッチ（２組のＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ２相当）を
すべて制御するようにしても良い。
【００３３】
　ＬＥＤアレイ２における両端ＬＥＤであるＬＥＤ１１及び１ｎが、液晶パネルにおける
表示画面のコーナー部のバックライトを担当している。すなわち、ＬＥＤ１１の照射光Ｌ
１による照射領域（第１の照射領域）が液晶パネル７（照射対象液晶パネル）の表示画面
の上部角部（第１の角部）を含み、照射光Ｌｎによる照射領域（第ｎの照射領域）が液晶
パネル７の表示画面の下部角部（第２の角部）を含んでいる。
【００３４】
　“Ｈ”レベルのスイッチング信号Ｓ１及びＳ２が出力される光漏れ抑制モード時におけ
るＬＥＤアレイ２について検討する。光漏れ抑制モード時ではＬＥＤ１１及び１ｎが消灯
され、ＬＥＤ１１及び１ｎ以外のＬＥＤ１２～ＬＥＤ１（ｎ－１）は正常に点灯される。
この場合、ＬＥＤアレイ２が１辺のサイドエッジ型の場合、及び２辺のサイドエッジ型と
して使用される場合のいずれにおいても、消灯される両端のＬＥＤ１１及び１ｎからの照
射光Ｌ１及びＬｎは光漏れを生じさせる表示画面のコーナー部に照射されることになる。
この照射条件は、またＬＥＤアレイ２が上下左右どの位置に配置されていても変わらない
。
【００３５】
　なお、大型液晶パネルでは１列に２本のＬＥＤアレイを繋げる場合があるが、この場合
は、２本の直接接続のＬＥＤアレイの組合せを図１のＬＥＤアレイ２に相当するとして、
画面両端に相当するそれぞれ１個のＬＥＤに対し、ＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及
びＴ２に相当する半導体スイッチを設置することにより、本実施の形態を適用することが
できる。
【００３６】
　ＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ２等の半導体スイッチは、ＬＥＤアレイ２の
外部に設置する。すなわち、ＬＥＤアレイ２用のフィルム基板とは別の基板上にＮＰＮバ
イポーラトランジスタＴ１及びＴ２が形成される。なぜなら、ＬＥＤアレイ２内にＬＥＤ
１１～１ｎ以外のＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ２を余分に設けると、ＬＥＤ
１１～１ｎ間のピッチが均等とならず、輝度むらの原因となるからである。
【００３７】
　このような構成において、制御部３は光漏れ影響度合が所定の基準以上であると判断し
た場合、“Ｈ”レベルのスイッチング信号Ｓ１及びＳ２を出力し、ＮＰＮバイポーラトラ
ンジスタＴ１及びＴ２をオンさせる光漏れ抑制モード時を設定する。なお、光漏れ影響度
合が所定の基準以上である場合として、例えば、レターボックス表示時にように、偏光板
に光漏れが発生すると表示画面におけるコーナー部（角部）の光漏れ表示が顕著に現れる
場合等が考えられる。
【００３８】
　光漏れ抑制モード時では、ＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ２はオンし、ＬＥ
Ｄ１１及び１ｎのアノード，カソード間が短絡されるため、ＬＥＤ１１及び１ｎは消灯す
る。その結果、液晶パネルにおける表示画面の４つのコーナー部においてバックライト光
は照射されなくなるため、表示画面に光漏れ表示が現れず偏光板の熱歪みに伴う光漏れを
効果的に抑制することができる。
【００３９】
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　また、制御部３は、表示画面におけるコーナー部（角部）の光漏れ影響度合が所定の基
準未満である場合、“Ｌ”レベルのスイッチング信号Ｓ１及びＳ２を出力し、ＮＰＮバイ
ポーラトランジスタＴ１及びＴ２をオフさせる通常時モードを設定することにより、ＬＥ
Ｄアレイ２のすべてのＬＥＤ１１～１ｎを発光させることができる。
【００４０】
　上述したように、光漏れ抑制モード時は、両端のＬＥＤ１１及び１ｎが選択的にオフす
る。この場合、ＬＥＤ１１～１ｎを流れる電流は一定であるため、供給するＤＣ電圧（＋
側）ＶＤはＬＥＤの順方向電圧ＶＦ分降下する。
【００４１】
　両端２個のＬＥＤ１１及び１ｎが同時にオフする場合は、仮にＬＥＤ１１～１ｎそれぞ
れの順方向電圧ＶＦが３．２Ｖとすると、６．４Ｖ（＝３．２Ｖ×２）の電圧値分、ＤＣ
電圧ＶＤが低下する。
【００４２】
　端子Ｐ１１及びＰ１２に駆動電圧ＶＤ及びＶＣを供給するＬＥＤバックライト駆動回路
（図示せず）には、回路保護のために各種の保護回路が設置される。ＬＥＤのショート検
出のためには減電圧（状態の）検出がある。通常はＬＥＤ２個または３個ショートすると
減電圧検出がかかるように設定されている。
【００４３】
　実施の形態１では、両端２個のＬＥＤ１１及び１ｎを一時的に強制オフさせる場合があ
るので、光漏れ抑制モード時に減電圧検出されるのを回避すべく、減電圧検出の設定は３
個または４個のＬＥＤショートで働くようにする必要がある。また、１辺に２本の直列接
続ＬＥＤアレイ２を使用する大型液晶パネルの場合ではＬＥＤアレイ単位では１個のＬＥ
Ｄしかオフしないため、１個分の増加のみを考慮し、減電圧検出の設定は２個以上で働く
ようにすることができる。
【００４４】
　このように、実施の形態１のＬＥＤバックライト制御機構では、制御部３の制御下で、
光漏れ抑制モード時はＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ２（第１及び第２のスイ
ッチング手段）をオン状態にすることにより、ＬＥＤ１１～１ｎ（第１及び第ｎの発光ダ
イオード）を選択的に消灯することができ、液晶パネルの表示画面における４つのコーナ
ー部における光漏れ表示を効果的に抑制することができる。
【００４５】
　＜実施の形態２＞
　図２はこの発明の実施の形態２である液晶表示装置（液晶テレビジョン，液晶モニタ等
）の概略構成を示すブロック図である。実施の形態２の液晶表示装置は実施の形態１に相
当するＬＥＤバックライト制御機構を内部に組み込んでいる。
【００４６】
　同図に示す様に、液晶パネル７の表示画面における映像信号ＳＶがフレームメモリ４に
取り込まれる。フレームメモリ４に入力された映像信号ＳＶのうち輝度信号データＳＬが
マイクロコンピュータ５に取り込まれる。なお、マイクロコンピュータ５は、図１で示し
た制御部３の機能を発揮することができる。
【００４７】
　マイクロコンピュータ５は、液晶パネル７の画面に応じた輝度信号データＳＬのヒスト
グラム情報として、液晶パネル７の表示画面の角部における光漏れ影響度合を検出する処
理を実行する。そして、検出した光漏れ影響度合いが所定の基準以上である場合、すなわ
ち、偏光板の熱歪みに伴い表示画面におけるコーナー部に光漏れ表示が顕著に現れる画像
表示であると判断すれば、半導体スイッチ６（図１のＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１
及びＴ２相当）にオン状態を指示する制御信号Ｓ５（図１のスイッチング信号Ｓ１及びＳ
２相当）を出力する。その結果、ＬＥＤアレイ２の両端のＬＥＤ（図１のＬＥＤ１１及び
１ｎ相当）を選択的に消灯させることにより、液晶パネル７のコーナー部に発生している
偏光板の光漏れをマスキングして表示画面上では光漏れ表示が視認できないようにする。
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【００４８】
　マスキングする幅は片側ＬＥＤ１個分なので狭い範囲であるが、コーナー部の温度上昇
度合も同時に低下するのでコーナー部の光漏れに対しては実用上問題ないレベルにまで軽
減できる。
【００４９】
　図３は実施の形態２のマイクロコンピュータ５における半導体スイッチ６を制御するソ
フトウェア処理の流れを示すフローチャートである。
【００５０】
　同図を参照して、ステップＳＴ１において、フレームメモリ４に映像信号ＳＶを取り込
む。
【００５１】
　次に、ステップＳＴ２において、映像信号ＳＶから輝度信号データＳＬを抽出し、画面
の垂直方向における輝度信号データＳＬのヒストグラムを作成する。
【００５２】
　その後、ステップＳＴ３でこのヒストグラムから画面上下端が“０”またはそれに近い
輝度値であるかどうか、すなわち画面上下に黒帯がある(YES)か否か(NO)を判定する。こ
のように、マイクロコンピュータ５は、画面上下端が“０”またはそれに近い輝度値であ
る場合、光漏れ影響度合いが所定の基準以上であると判定する黒帯判定処理を実行する。
【００５３】
　ステップＳＴ３の黒帯判定処理にて上下黒帯が在ると判定した（ＹＥＳ）場合はステッ
プＳＴ４に進み、ステップＳＴ４において、半導体スイッチ６をオンさせる光漏れ抑制モ
ード時を指示する制御信号Ｓ５を出力する。その結果、オン指示の制御信号Ｓ５を受けた
半導体スイッチ６がオン状態となり、ＬＥＤアレイ２の両端のＬＥＤを選択的に消灯させ
る。そうでない場合はＳ５のステップに進む。
【００５４】
　図４は光漏れ表示が顕著となる一例のシネスコサイズのレターボックス映像を示す説明
図である。同図に示す様に、液晶パネル７の表示画面７Ｖ上の中央に表示されるレターボ
ックス領域２５の上下に黒帯領域２６が表示される。この際、ＬＥＤアレイ２の全ＬＥＤ
１１～１ｎを点灯させた状態では、上述した偏光版における熱歪みに伴う光漏れにより、
表示画面７Ｖの４コーナー部が白く光ってしまう光漏れ表示が現れ、黒帯領域２６を精度
良く表示することができない。
【００５５】
　しかし、実施の形態２の液晶表示装置では、マイクロコンピュータ５の制御下で図４に
示したようなレターボックスを表示する場合は、ステップＳＴ３がＹＥＳとなり、必ずス
テップＳＴ４が実行されるため、ＬＥＤアレイ２の両端のＬＥＤを選択的に消灯されるこ
とにより、偏光板の光漏れをマスキングして、表示画面７Ｖ上における黒帯領域２６に光
漏れ表示が現れないようにすることができる。
【００５６】
　また、レターボックス表示ではない表示画面７Ｖにおける全画面に映像表示が行われる
場合でも、コーナー部が暗い映像では同様に不自然な白浮きが発生し映像品位を損なうた
め、ステップＳＴ３でＹＥＳとなり同様にマスキングをかけることができる。
【００５７】
　この場合は、レターボックス表示時のように必ずしもＬＥＤアレイ２の両端２個のＬＥ
Ｄを同時消灯させる必要はなく、比較的暗い映像が上部のみであれば（例えば夜景の空）
最上部のＬＥＤ（図１のＬＥＤ１１相当）のみを消灯させ、逆に比較的暗い映像が下部（
例えば日陰が画面下部にある映像）であれば最下部のＬＥＤ（図１のＬＥＤ１ｎ相当）の
みを消灯させるようにしても良い。すなわち、ステップＳＴ４における半導体スイッチ６
のスイッチＯＮ動作は、図１のＮＰＮバイポーラトランジスタＴ１及びＴ２相当に対して
、双方（一方及び他方）のトランジスタをオンさせる、一方のトランジスタのみをオンさ
せる、他方のトランジスタのみをオンさせる３つの制御態様を採ることも可能である。
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【００５８】
　一方、ステップＳＴ３で上下黒帯でないと判定した（ＮＯ）場合はステップＳＴ５に進
む。ステップＳＴ５では、輝度信号データＳＬのヒストグラムから求めた平均輝度に応じ
たバックライトのディミング設定値を計算してバックライトの輝度が映像画面の輝度に同
期した明るさとなるようにする。
【００５９】
　明るい映像ではバックライトの輝度を上げ、暗い映像ではバックライトの輝度を下げる
。この処理はバックライト全面の輝度を制御するもので、全面黒の画面ではコーナー部を
含めた全ＬＥＤをオフできるので、偏光板の光漏れに伴う表示画面上における光漏れ表示
を完全に視認不能にすることができる。また全面が比較的暗い画面でもＬＥＤの輝度を下
げるのでコーナー部の偏光板における光漏れ度合や、光漏れの原因となるＬＥＤ発熱を低
減することができる。
【００６０】
　しかしながら、図４で示したシネスコサイズのレターボックス映像のような映像では映
像画面が比較的明るい場合には黒帯領域２６のＬＥＤは常に明るく光るため問題の光漏れ
表示は顕著に現れる。したがって、上述したステップＳＴ３のＹＥＳ判定とステップＳＴ
４の処理が必要となる。
【００６１】
　シネスコサイズでの画面比率は、液晶パネルの画面比率１６：９（１：１．７７）に対
し、１：２．１～２．５程度の比率を有している。したがって、１６：９の表示画面７Ｖ
にシネスコサイズを映すと上下に黒帯が現れる。この黒帯の幅について詳述する。
【００６２】
　表示画面７Ｖの垂直幅を“１”とし、垂直幅に対して１：２．１のシネスコサイズの黒
帯幅ＷＢ１は以下のように求められる。まず、映像表示部分の幅ＷＶ１は、「２．１：１
＝１．７７：ＷＶ１」の関係から、「ＷＶ１＝１．７７／２．１≒０．８４」と求めるこ
とができる。したがって、黒帯幅ＷＢ１＝０．１６（１－０．８４）となる。
【００６３】
　同様に、“１”の垂直幅に対して１：２．５のシネスコサイズの黒帯幅ＷＢ２は以下の
ように求められる。まず、映像表示部分の幅ＷＶ２は、「２．５：１＝１．７７：ＷＶ２
」の関係から、「ＷＶ２＝１．７７／２．５≒０．７１」と求めることができる。したが
って、黒帯幅ＷＢ２＝０．２９（＝１－０．７１）となる。
【００６４】
　そして、上または下の黒帯それぞれの幅は、上記算出した黒帯幅ＷＢ１，ＷＢ２の半分
となるため、シネスコサイズの上下黒帯幅の想定値は「０．０８～０．１４５」になると
設定することができる。したがって、シネスコサイズ表示時における上下黒帯はそれぞれ
、垂直幅“１”に対して片側「０．０８～０．１４５」の幅で現れることが推測できる。
そこで、ステップＳＴ３における検出用の設定値は、１：２．１～２．５の比率を有する
シネスコサイズの黒帯領域をすべて検出可能な「０．０７」にする。
【００６５】
　一方、検出する輝度信号データＳＬは黒である“０”は勿論、上または下が比較的暗い
映像でも光漏れ表示が現れるため、１５～１０％程度の輝度を所定の基準値として用いて
黒帯判定処理を行う。なお、輝度１００％とは表示画面７Ｖに表示可能な最大輝度を意味
している。
【００６６】
　なお、ステップＳＴ３における上下黒帯判定、すなわち、ＬＥＤアレイ２の両端部ＬＥ
Ｄを消灯させるべきかどうかを判定する所定の基準値とする黒帯検出用検出輝度レベルは
、実際の液晶パネルで各種の映像を見ながら調整するべきである。また、マイクロコンピ
ュータ５によるステップＳＴ３の処理時におけるは光漏れ影響度合を判定する方法は、上
述した処理に限定されず、他の方法を採用することは勿論可能である。
【００６７】
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　このように、実施の形態２の液晶表示装置内の制御部であるマイクロコンピュータ５は
フレームメモリ４から得られる輝度信号データＳＬに基づき液晶パネル７の表示画面７Ｖ
におけるコーナー部の光漏れ影響度合を検出し、検出した光漏れ影響度合いが所定の基準
以上である場合、光漏れ抑制モード時とし、半導体スイッチ６（ＮＰＮバイポーラトラン
ジスタＴ１及びＴ２）がオンするように制御している。
【００６８】
　このため、例えば表示画面７Ｖにレターボックス映像表示を行う場合のように、光漏れ
影響度合いが所定の基準以上であると判断し、半導体スイッチ６をオンさせてＬＥＤアレ
イ２の両端ＬＥＤを選択的に消灯させることにより、光漏れ影響度合いが高い映像表示の
タイミングで、液晶パネル７の表示画面７Ｖにおける４コーナー部における光漏れ表示が
現れることを効果的に抑制することができる。
【００６９】
　＜その他＞
　なお、上述した実施の形態では、ＬＥＤアレイ２の両端のＬＥＤ（図１のＬＥＤ１１，
１ｎ）のみ選択的に消灯可能な構成を示したが、これに限定されず、両端のＬＥＤ（図１
のＬＥＤ１１，１ｎ相当）を含みさらに、両端のＬＥＤに隣接配置された所定数のＬＥＤ
（所定数が“１”の場合、図１のＬＥＤ１２，１（ｎ－１）相当）を併せて選択的に消灯
可能な構成を実現することも勿論可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明は、サイドエッジ型のＬＥＤバックライト方式の大型液晶テレビジョンや液晶モ
ニター等の液晶表示装置に適用できる。
【符号の説明】
【００７１】
　１，１１～１ｎ　ＬＥＤ、２　ＬＥＤアレイ、３　制御部、４　フレームメモリ、５　
マイクロコンピュータ、６　半導体スイッチ、７　液晶パネル、Ｔ１，Ｔ２　ＮＰＮバイ
ポーラトランジスタ。
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